
SciREX（政策のための科学）シンポジウム 

   

司会進行：(前半）門村 幸夜 （文部科学省 科学技術・学術政策研究所 客員研究官） 
     （後半）斎藤 尚樹 （文部科学省 科学技術・学術政策研究所 総務研究官） 
 
14:00－14:30 挨拶・施策紹介 

川上 伸昭 （文部科学省 科学技術・学術政策局長） 

「グローバルに活躍する博士の養成」 

塩見 みづ枝  （文部科学省 高等教育局 大学振興課長） 

「博士人材の育成を中心とした我が国の科学技術イノベーション人材政策」 
片岡 洋 （文部科学省 科学技術・学術政策局 人材政策課長） 

 
14:30－15:15  基調講演  

「社会における新たな価値創造に向けた博士人材の活躍促進について」 

五神  真  （東京大学 総長） 
  
 
15:15－16:00 博士人材キャリア追跡のパイロット状況報告 

「博士人材データベース （JGRAD）のパイロット運用状況」 

岡本 拓也  （文部科学省 科学技術・学術政策研究所 第１調査研究グループ  総括上席研究官） 

「博士人材追跡調査の実施と、その結果から見た博士の多様化」 

小林 淑恵  （文部科学省 科学技術・学術政策研究所 第１調査研究グループ  上席研究官） 
 
16:00－16:15 【 休 憩 】 
 
16:15－17:50 パネルディスカッション 

「博士のキャリア追跡データをどう活用するか？」 

パネリスト（五十音順、敬称略） 

齊藤 博英 （京都大学 iPS細胞研究所 教授） 

榊原 裕二 （文部科学省 科学技術・学術政策研究所 客員研究官） 

濱中 淳子 （独立行政法人 大学入試センター 准教授） 

樋口 美雄 （慶應義塾大学商学部 教授） 

藤沢 久美 （シンクタンク ソフィアバンク 代表） 

モデレーター  

門村 幸夜 （文部科学省 科学技術・学術政策研究所 客員研究官） 
 
17:50－18:00 閉会・総括 

奈良 人司 （文部科学省 科学技術・学術政策研究所長） 
 
18:00－19:30 情報交換会 ※別途参加費(¥3,000)が必要です。当日会場にてお支払い 
                      ください。出来る限り事前参加登録をお願いします。 

ウェブサイトのお申込フォームから 
https://hr.nistep.go.jp/symposium/ 
お申込締切  
2015年  5 月 27 日 (水) 

 参加申込 

 お問合せ 

【事業受託者】株式会社 野村総合研究所  
  社会システムコンサルティング部 
  担当：霜越・綿江 
  Email: doctordb-symposium@nri.co.jp 

文部科学省 第1講堂 
東京都千代田区霞が関3-2-2 
中央合同庁舎第７号館 東館3階 

 場所 

2015 年 ６月  1 日 
14:00～18:00 （開場 13:30) 

月 

 日時 

「博士号取得が魅力あるキャリアとして選択される社会を目指して」 

－博士人材のキャリア追跡データの構築と活用－         

<定員> ４００名 
事 前 申 込 制 

主催／文部科学省 科学技術・学術政策研究所 

   

博 士 人 材 
データベース 

日本博士人材 
追 跡 調 査 

GRAD j 
Japan Graduates Database 

Japan Doctoral Human Resource Profiling 

D-Pro j 



文部科学省 第１講堂 
東京都千代田区霞が関3-2-2 
中央合同庁舎第７号館 東館3階 
 
東京メトロ銀座線虎ノ門駅11番出口直結徒歩2分・6番出口徒歩2分 
東京メトロ千代田線霞ヶ関駅A13番出口徒歩5分 
東京メトロ日比谷線霞ヶ関駅A8番出口徒歩6分 
東京メトロ丸の内線霞ヶ関駅A4番出口徒歩8分 
 
※共用ロビー２階・講堂専用入口より御入場ください。 

 
 
 

 科学技術・学術政策研究所（NISTEP）では、昨年度、博士人材のキャリアパスの把握・可視化の
ため、大学等の御協力を得て二つの取組に着手しました。 
 一つ目は、博士課程学生個人の情報登録に基づく継時的・持続的な進路状況把握システムである
「博士人材データベース」（JGRAD）の構築で、12大学の御協力を得てパイロット運用を開始し、
今年度には新たな大学の参加を得る運びとなっております。 
 二つ目は、博士課程を有する全大学における2012年度博士課程修了者（約15,000名）全員に対し
て現在の就業状況等を尋ねる「博士人材追跡調査」（JD-Pro）です。 
 いずれも我が国では前例のない初めての試みであり、今後、科学技術・学術の主要な担い手となる
博士人材の進路実態を解明し、社会に提示していく上での主要な情報基盤となることが期待されます。 
 本シンポジウムでは、これら博士人材のキャリア追跡データから何が明らかになるのか、また、こ
れらのデータをもとに大学院教育の強化、博士学生・修了者への支援等にどのような活用ができるの
か、を議論いたします。これにより、博士号取得が魅力あるキャリアとして選択されるような社会の
構築につなげることを目指します。 

現在の博士人材データベースパイロット運用参加大学 

 会場までのアクセス 

 北海道大学 
 筑波大学 
 東京大学※ 
 東京工業大学 
 東京医科歯科大学 
 東京農工大学 

 神戸大学 
 奈良先端科学技術大学院大学 
 岡山大学 
 広島大学 
 九州大学※ 
 熊本大学※ 

※は平成27年度より参加 
 

 お茶の水女子大学 
 慶應義塾大学 
 東京理科大学※ 
 豊橋技術科学大学※ 
 京都大学※ 

 大阪大学 

本シンポジウムの趣旨 


